










※京町周辺景観重点地区は当ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの対象外です。
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①暖色系色相を基本とし、落ち着いた低~中明度、低彩度色とする。

山並みとしてみる耳納連山は、概ね明度4.......5、彩度3以下に集中しています。この山並みの

明度や彩度よりさらに落ち着いた色とすることで、繊細な山並みの色が一層引き立つとともに、

落ち着いたまちなみ・集落の景観色彩とすることができます。(その他の色相を用いる場合は暖

色系よりもさらに低彩度とすると調和させやすくなります)

-色彩形成方針

雄大で奥行きある耳納連山の山並みとの調和を
園り、山辺の原風景を活かす景観色彩を目指し

ます.

-外壁のおすすめの色の方針

この地域では、耳納連山の山並みの色よりも突出

させないようすることが最も大切です。

建築物等の外壁の基調色は、耳納連山の山並みの

色と調和する低~中明度、低彩度の控えめな色彩を

おすすめします。

板壁、士壁、石積み、しっくいなどの伝統的建材

や自然素材に多く見られる暖色系色相 (YR、y)
を参考にすると、自然や現在のまちなみの両方に調

和させやすいでしょう。

1.耳納連山山辺地域
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山並みよりも低移度を用いることで山並みの緑が引き立ちます。

②耳納連山からの眺望に配慮し、屋根は自然に調和するごく低彩度とする。

山辺に建築物等を建てる場合は、横からの視線だけでなく、耳納遠山から見下ろす視線にも配

慮が必要です。特に屋根については、無彩色 (N4.......7)または、有彩色の低彩度(彩度1以下)

を用いると自然の緑の中に調和し、周辺の建物の和瓦とも連続する一体的なイメージを表現でき

ます。

この地域では、耳納連山の山並みとの調和に加え、

山から見下ろしたときに、果樹等の樹木の景観の中

にとけ込む屋根景観とすることが大切です。

和瓦またはこれに類する色味があまりない色の屋

根が、山並みや樹木と調和した美しい山辺集務の景

観をつくっています。

従って、無彩色または、暖色系の色相で低彩度を

用いるとよいでしょう。

-屋根のおすすめの色の方針
発心公園からの眺望

笛雀の道

-おすすめの色の範囲

屋根

3以上-7以下

3以上ω7以下

おすすめの色の範囲{基調色)

外壁(外観〉

明度 明度

1- | 
その他の色相

3以上-7以下

3以上ω7以下

Rj長

YR系

Y系
E
E
 緑に固まれた和瓦の景観のイメージを大切にしましょう.

3以上-7以下3以上向7以下N (無務色)
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①暖色系色相を基本とし、遺くの山並みに調和する中明度、低彩度とする。

周囲が開けた田園地域では、暗く閉鎖的な色彩は避け、新緑~麦秋~裸地など、変化する田園

の色に調和させやすい暖色系色相で中明度の色を選定しましょう。また、この地域は、遠くに耳

納遠山を望むことが多いため、遠くの山並みへの眺望や山からの眺望に対して調和させやすい低

彩度を用いると、地域全体が美しい景観となります。聞けた場所でまとまった集落が形成されて

いる場合には、隣接する集落建物との調和にも十分に配慮しましょう。

田園地場にふさわしい明るさで低彩度を用いると視しみやすくなります。

.m色イメージの例

壁】

根】【屋

【外

注)YR.Y以外の色相で明度8かつ影度2以上とする場合、色の強制4強調される色彩が一部含まれるため、

明度8を用いる場合は注意して色彩選定すること.

図圏と山並みに調和する 目
明るく親しみやすい色彩 目

-外壁のおすすめの色の方針

この地域では、自然の中に映える田固とその背景

に見える穏やかな耳納連山を共に引き立てながら、

地域の開放感、明るさを演出できるようにすること

が大切です。

建築物等の外壁の基調色は、田園や穏やかな山並

みの色と調和する中明度、低彩度の明るく親しみゃ

すい色をおすすめします。

田園風景に調和している現状の集落の外壁や地域

の土、石などを継承した暖色系色相 (YR，y)を
参考にすると、自然や現在のまちなみの両方に調和

させやすいでしょう。

-屋根のおすすめの色の方針

この地域では、田園とその背景に見える耳納連山

の山並みに調和させることが大切で、耳納連山から

見下ろすことにも配慮しておくことが望まれます。

現状の屋根に多く見られる和瓦は、この地域の原

風景の大きな要素であり、耳納連山の山並みとも調

和しやすい素材や色であり、和瓦のイメージを持つ

色{無彩色または、これに類する低彩度〉をおすす

めします。

田園地域の視界が聞けた開放的な地織イメージ

の形成とその背景に見える山並みとの調和を園

り、明るく親しみゃすい景観色彩を目指します.

1-| 

3以上-7以下

3以上-7以下

3以上-7以下

-色彩形成方針

3以上.....8以下

3以上-8以下

3以上-8以下
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-おすすめの色の範囲

田園と耳納連山

ハゼ並木

果樹園

その他の色相

R系

YR系
Yj長

N (無彩色)

2.東梅田園地域
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壁】【外田固と地域の産業遺産等に調和する I 

明るく落ち着いた色彩 I 

-色彩形成方針3.酉郁田園地域
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田園と調和し、開放的な地域イメージの形成を

図ると共に、地域を育んできた産業遺産等の地

域の特徴を活かす景観色彩を目指します。
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-配色イメージの例

【厘-外壁のおすすめの色の方針

この地域は、クリークの多い平坦で広がりのある

田固と調和させながら、開抗感、明るさを演出する

と共に、水運を活かした酒蔵などの産業遺産の落ち

着いた色を活かすことが大切ですe

建築物等の外壁の基調色は、広がりのある田園や

落ち着いた産業遺産の色とも調和する中明度、低彩

度の色をおすすめします。田園風景に調和している

古くからの集落または、産業遺産に見られる自然素

材の色や地域の土や石の色などの暖色系色相 (YR、

y)を参考にすると明るく落ち着いた印象の景観と
しやすいのでおすすめします。
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一般的な和瓦イメージにあう明度4--7の無彩色、または、これに類する低彩

明るい城島瓦のイメージに調和させたい場合は、明度6""'8程度とするとよいで
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この地壊は、和瓦を中心としたまちなみが多く見

られ、特に城島周辺は、城島瓦の産地でもあります。

城島瓦は、一般的な和瓦に比べると明度6--8のや

や明るい色調が特徴です。

従って、地域全体の屋根の色彩基準としては、城

島瓦を含む和瓦のイメージと調和する範囲(無彩色

またはこれに類する有彩色の低彩度色)をおすすめ

します。

-屋根のおすすめの色の方針
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広がりのある田園地域にふさわしい明るく落ち着いた色としましょう。

3以上-8以下

泊 YR. Y以外の色相で明度8かつ影度2以上とする場合、色の強さが強調される色彩が一部含まれるため、

明度8を用いる場合は注意して色彩選定すること。

①暖色系色相を基本とし、明るさと落ち着きのある中~高明度、低彩度とする。

のびのびとした田園地域では、東部田園地域同様に、暗く閉鎖的な色彩は避け、変化する田園

の色との調和に配慮し、中~高明度で低彩度を用いると明るく落ち着きある印象にすることがで

きます。

屋根ついては、

度が基本ですが、

しよう。

一方、酒蔵などの産業遺産や古くからの集落などが隣接する場合には、これらの色との調和に

も十分に配慮しましょう。

屋根

おすすめの色の範囲〈基間色)

外壁(外観〕

明度 明度

3以上-8以下

3以上-8以下1_2以下 | 
1-| 

-おすすめの色の範囲

R系

YR系

Y系
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3以上-8以下

3以上-8以下その他の色相

3以上-8以下N (無事色)
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-おすすめの色のイメージ

壁】【外賑帆個性の中にも | 
風格・洗練さが感じられる色彩 I 

-色彩形成方針
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①中・高層階を低層階より高明度、低彩度とする。

低層階と中・高層階の色彩や素材を変えて配色するとまちなみの統一感を持たせながら、賑わ

い、個性を演出することができます。

視線が集まりやすい低層階は、アクセント色等を活用しながら、華やかな色づかいとし、中-

高層階は、低層階よりも高明度、低彩度の控えめな色づかいとすると全体が品よくまとまり、バ

ランスの良いまちなみを連続させることができます。

根】

-配色イメージの例

【屋

商業、業務、交通、交流など、様々な活動の場

として多くの市民が集まるため、賑わいや個性

あるまちの魅力化が必要です。また市を代表す

るまちの顔として、風格・洗練さを感じさせる

景観づくりも求められ、魅力と秩序を兼ね備え

た節度ある景観色彩を目指していきます。

-外壁のおすすめの色の方針

市の中心地としての賑わい・個性が演出できるよ

う商業・業務の集積地としての特性を踏まえた比較

的幅広い色の選択ができるようにし、極端に暗い色

や明るい色、突出感の強い色(パステノレカラーなど)

のみを除外するようにします。

さらに、 JR久留米駅や西鉄久留米周辺のまちの玄
関口となる駅前地区や明治通り、昭和通りをはじめ

とした幹線道路沿道は、特にまちの顔づくりにとっ

て重要な地区です。

このような場所には、沿道景観全体に風格・洗練

さが連続的に感じられるよう、明るく穏やかな現在

のまちなみの色を大切にした節度ある色彩を選定す

るようにしましょう。
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-屋根のおすすめの色の方針

外壁同様、賑わい・個性の中にも風格、洗練感が

感じられる屋根景観を目指します。他の地域に比べ

て、陸屋根の割合が高く、外壁と一体となる色彩運

用に配慮し、外壁の基調色と同様とします。
酉鉄久留米駅

基
銅
色
・
配
合
色
・
強
調
色

おすすめの色の範囲(基調色)

外壁(外観) ~ 屋根

明度 冒 彩度 ↑ 明度 τ 彩度

3以上-8以下~ 6以下 _J 3以よ-8以下_J 6以下 1 
13山以下 I 4以下 I 3山以下 I 4以下 | 
1_3以上-8以下 1 2以下 1 3以上-8以下 1 2以下 1 
l~以上-9以下 1 - 1 3以よ-9以下 1-

注)YR，Y以外の色相で明度8以上かつ彩度2以上とする場合、色の強さが強調される色彩が一部含まれる

ため、明度8を用いる場合は注意して色彩選定すること。また、 Rの色相で、彩度4.1-6とする場合は、

景観に調和させやすい明度6以下で用いることが望ましい。
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彩
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限

②屋外広告物の色数や色の面積を小さくする。

多くの屋外広告物があふれでいる場所で、高彩度や多色づかいの広告物は煩雑感が増すばかり

で、注目性、景観性共に逆効果となる場合があります。このような場合は、高彩度のベースの色

と文字を反転し、色の面積を減らしたり、色数を少なくするなどの工夫ですっきり した表現が可

能になります。

-おすすめの色の範囲
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彩
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「n寸 1口ココ口

R系

YR系

Y系

その他の色相

N (無彩色)

」
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-色彩形成方針5.周辺市街地地域
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本地域は、住宅地、商業地、工業地など様々な

用途が混在していますが、市民の日常生活の中

心となる住宅地景観に着目し、穏やかで飽きの

こない景観色彩を目指します.
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日常生活を過ごす、落ち着

-配色イメージの例

①住宅地は、落ち着いた包帯でまちなみの連続性に田慮する。
住宅地では、隣接する建築物の色彩に調和する低彩度を基本とし、
いたまちなみが連続して見えるように配慮しましょう。

甘
-
圃
色
・
車
合
色
・
強
固
色

②商業地iま、派手さを控えた基闘色と広告色彩に配慮する。
郊外に見られる沿道商業地の建物外観は低彩度など派手さを控えた基調色を心がけ、配合色、
強調色により個性、賑わいを演出すると共に、特に広告類は、高彩度色を避け、周囲の景観を阻
害しないよう配慮しましょう。

-外壁のおすすめの色の方針

この地域は、自然・田園部に比べると建築物が集

積しており、建築物(まちなみ)の連続性が大切で

す。

そこで、建築物等の外壁の基調色は、地域の現状

のまちなみの色を継承することとし、穏やかで飽き

のこない暖色系を中心に、中~高明度、低彩度の色

彩をおすすめします。

また、この地域の背景となる景観は、人工的なま

ちなみだけでなく、庭木、樹林地、山並み等の自然

の緑が見える場合も多く見られるため、自然の緑と

の調和しやすさにも配慮します。

-屋根のおすすめの色の方針

この地域の屋根は、住宅地の和瓦から中~高層の

陸屋根まで様々な形状があり、現状の屋根の色の継

承と外壁の推奨色との調和を図るため、暖色系を中

心に、中~高明度、低彩度の色彩をおすすめします白

周辺市街地(花畑)
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-おすすめの色の範囲

畠
田
色
-
E合
色
・
瞳
園
田
色

色
彩
に
闘
す
る
晶
H
a
@制
限

③工業地は、親しみゃすさに配慮する。
経済性や機能性が優先される工業地では、色味の強い色彩や多様な多色づかいとなっているこ
とも多く、産業活動に伴う汚れがつきやすい施設が目立つ場合もあります。
施設規模も大きくなりがちですので、建築物の形態に合わせて色を分節したり、施設全体の色
調に統一感を持たせるなどの工夫や汚れやすい施設では汚れが目立たない暖色系の色を用いるな
ど親しみゃすさへの配慮が求められます。

屋根

4以上-8以下

おすすめの色の範囲(基間色)

外壁(外観〕

明度

5臥よ-8以下

明度移度

4以下

4以下

4以上-8以下

4以上-8以下

2以下

ap
a
-
-
L
i
l
l
i
-
-
4
l
I
l
l
i
-
-
-
-
-

5以上-9以下

R系

YR系

Y系
i
i
一

5以上-8以下

5以上-9以下

遣自YR. Y以外の色相で明度8以上かつ彩度2以上とする場合、色の強さが強調される色彩が一部含まれる

ため、明度8を用いる場合は注意して色彩選定すること.

色
彰
に
闘
す
る
邑
U
Sの
制
限

その他の色相

N (無事色)
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